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ありがとう♥(*^^*) 

宇宙お誕生日 おめでとう!!!  パチパチパチパチ～ 

(宇宙シアター？！) 

 
 

 

ちょっと過激？なタイトルですが。。。（笑） 

私、地上セルフは、2022年１０
●

月１２
●

日に、還暦を迎えます＾＾ 

還暦とは 「干支（十干
じ っ か ん

十二支
じ ゅ う に し

）が一巡し、誕生年の干支に還ること。」(ウィキペディア)とあり 

１０干（甲、乙、丙…）１２支(子・丑・寅…)の組み合わせが一巡し、新しくスタートする 60年(歳)です 

また、西洋占星術でおなじみの 

１０大惑星（太陽、月、水星…）12星座(牡牛座、牡羊座、双子座…）も浮かんできて―― 

自己の６０回目の誕生日…という以上の、何かとてつもなく大きな一つの区切りを迎えた感があります 

つい最近まで、還暦という実感が全くなかった私（年は 36歳までしか覚えていません、笑）ですが 

日が迫るにつれて何かしなくちゃいけない気がする。。。で、このタイトルとなりました＾＾ 

 

もうちょっと、詳しく言い換えますと 
 

(あらゆる全ての)私は、“皇(根源＝究極の愛の源)人”への道を歩むために 

一旦、自身が通ってきた宇宙史の全てを忘れて、高密度、低波動の惑星 “地球”に、人として誕生しました 

肉体という重い衣をまとい、ただ盲目的に生きてきた 3D(幻想)地球を、卒業します！！！ 

（今現在、過去生の記憶が全く蘇っていない、完全なる 3D “地上セルフ”の宣言です＾＾） 

 

これからは、真の自己である“魂”＝一なる至高の、 として 

“根源の究極の愛” でワンネスの、NMC(新マクロ宇宙)創成！！！ 

その雛形たる   の となり 

全宇宙高次との協働創造によって、スーパー宇宙アセンション成し遂げます!!! 
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(太陽の船)天鳥船 

(日の本の)黄金龍体 

自身が “アセンション” という言葉に初めて出会った 

『 天の岩戸開き 2010.6 初版』（Ai著）の中には、(旧)宇宙 MAP が記されていました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MAPの下方には、 を底辺とした(旧)宇宙の姿が描かれていて 

（12～13D）より上方にみえるのが、新しく誕生した “NMC”(ニュー・マクロ・コスモス) 

その核心には、あらゆる全ての命(創造)の源（母神）  が存在します 

宇宙の全ては、根源から生まれて創造の旅に出かけた、神の子供達であり 

今再び、根源への帰還の時！となりました＾＾ 

NMC は、あらゆる全てが 根源太陽(究極の愛) の元にワンネスとなった、愛と光の世界です！＾＾ 

（実際はもっと莫大なコンテンツがありますが、わかりやすく簡略化したものとの事です） 

（以下、本文からの抜粋です） 

 

スーパー宇宙アセンションに向かって！！！ 

天の岩戸開き＝黄金龍体＝天鳥船(地球アセンション号)発進！ 
 

 

 

スピリチュアル・ハイラーキーからのメッセージの中で述べられていますように、 

最近の宇宙規模のセレモニーにおいて、とうとうここの宇宙の卵の「殻」のようなものが、消失しました。 

それは、一粒一粒が黄金の粒子のようになって、とても美しいものでした。 

今や、この宇宙から観て存在するのは、未来の超アセンション宇宙の、「NMC」のみとなったわけです。 

 

読者の皆さんも、深いレベルではご存じかと思います。そして皆さんのハイアーセルフは、知っていると思います！ 

これまでの宇宙 MAP は、もはや「旧」になってしまったといえるのですが、 

これからの皆さんの「スーパー・アセンション」 の為の地図として、重要なものとなります。 
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今回の地球、シリウス、ここの銀河のアセンションは、地球ハイラーキーと、その長サナート・クマラ、 

シリウス・ハイラーキーとその長ヴァイワマスの、「シリウス・プロジェクト」でもありますが、それをサポートするのは 

アンドロメダ銀河であり、ここの宇宙の最高評議会のアインソフです。 ――――― 

それらに関するメイン・スポンサーで、メイン・サポーターとなるのは、『太陽神界』なのです！ 

その、真の 『メイン・ポータル』 とは、太陽神界の雛形である、この日の本に生まれ、住む、皆さんです！ 

そして、その皆さん一人ひとりの、真の太陽 「スーパー・アセンション・ゲイト」 である 『魂』 のエネルギーが、 

真に開き、発動する時、その時、この日の本の国土である黄金龍体も、真に発動するのです！ 

それは、「地球アセンション号」である太陽の船、『天鳥船』 となるのです。 

神界の雛形である、この日の本に住む、一定規模の人々が、『神人』 へと至る時、その時に、 

この地球全体を「５次元」へと移行させるエネルギーが発動するでしょう！それが「地球維新(神)」なのです！ 

 

このMAP と説明文を初めて見た時(２０１０年１２月) 

聞いた事がある名前が載っている…程度（笑）、よくわからないけど、ワクワクする～～？ 

そのような感じでした＾＾ 

そして今、地上セルフが描く(感じている) 宇宙 MAPがコチラです＾＾ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アセンションとは、意識の進化、拡大の事でもあり、自身にとって宇宙MAP はその重要なツールでした 

雲をつかむような話とは、まさにこのことでしたが、意識の力は無限大！広げれば、広がる！ 

～∞ 

プレアデス 

新ハム(白)山神界（∞）  

根源天照皇太神界(∞) 

光の海(ワンネス) NMC（１２D～∞） 

新アインソフ 

新宇宙弥勒神界(ロータス神界) 

新G(ＷＢＨ) 

月 

↑Go！ 

↑Go！ 

↑Go！ 

↑Go！ 

http://ascension-hokuriku.net/2020-2-kongen-k/index.html
http://ascension-hokuriku.net/2020-6-sirayamahime/index.html
http://ascension-hokuriku.net/2022.9-n-gwbh/index.html
http://ascension-hokuriku.net/2020-8-universe/index.html
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最初は全くわからないので、真似て書いていた（笑）だけですが 

ただの絵空事が、様々な経験(探求＆実践)を通じて、自己の真実へと変わっていきました！ 

読者の皆さんも、深いレベルではご存じかと思います。そして皆さんのハイアーセルフは知っていると思います！ 

そう、知っていた！のだと思います＾＾ 

これまでの人生で、夢中になれるものが何一つ見つからなかった理由、それは、地上にはないものだったからでした＾＾ 

 

 “天の岩戸開き” という言葉を知らない日本人は、あまりいないのではないでしょうか？ 

天の岩戸に隠れてしまった天照大神を、八百万の神々が力を合わせて外へと引っ張り出した事で 

荒れ果てた闇の世界に、光（喜び、幸せ）がもどってくる ―― という、日本神話の有名な一場面です 

「天の岩戸開き」＝言霊は、日本人の心の奥に静かに息づいている、揺るぎない灯火 

自身には、何かの暗号(イグニッションキー？)のような… 

単なる神話、昔話ではない事を、地上セルフはどこかで知っていて 

『天の岩戸開き』  というタイトルに惹かれ、導かれて、ここまできたのだと思いますが 

今世における自己の真の目標は、更にその先 『根源の岩戸開き！！』 にあったのだと思います！ 

それが “宇宙MAP”（スーパー宇宙アセンション！！！）でもあります＾＾ 

“天の岩戸” とは、人の中心に位置する “真実の扉”、宇宙への “アセンション・ゲイト” と言われる 

“愛のハートセンター” の事でもあり、“ハートの扉”を開くことによって現れるのが 

その奥にある、真の自己＝“魂” という神殿です 

それは日本人の総氏神 “天照大御神” の分御魂であり、その更なる源、“根源太陽”の光でもあります＾＾ 

『根源の岩戸開き 2016.8』(Ai著) 冒頭より 

地球史上、人類史上初の、この上なく素晴らしいことが、 

いよいよ！2014 年の年末から 2015 年の初めにかけて、日の本で起こりました！！ 

超古代より預言されてきた、そして宇宙のすべてが待ちに待った！DNA の螺旋の変容、ライトボディへの変容という、 

真のアセンションの胎動！そして！ 『神人』――黄金人類の、胎動、始動！！ 

 

文末には、御神歌が掲載されています 

日本
ひ の も と

の 日
ひ

戸
と

の八十
や そ

鈴
す ず

 鳴り成りて 新しき大日本
お お や ま と

に 神代来たらん 

根源天照皇太神 

意訳：いよいよ、根源神界が待ちに待った、根源の神人(皇人)の誕生が始まった！ 

日本の、日戸の核心＝愛＝命の響きが、いよいよ共鳴し、どんどん増幅して、 

今、創始の、そして中今最新の、そして根源の、真の太陽皇国（ヤマト皇国）が始まろうとしている！！！ 

 

スーパー宇宙アセンション？！だなんて、１０年前は、全く、想像も出来なかったことですが 

今このように、3D地球卒業メッセージ？を書いている地上セルフがいて 

何よりも不思議であり、何よりも凄い！と思うのは 
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この御神歌（根源太陽母神の御言葉）が、明々と、今ここの、地上にある！という事です 

“根源”＝“地球”、今ここに、すべてが本当にある！！！ということです＾＾ 

 

“上にあるが如く、下にも” 

新しく誕生したマクロ宇宙(NMC)の、雛形としてあるのが 

∞の可能性を持つ、新しい地球です！ 

一番下に描かれている地球が、人類と共に上へ上へと昇っていく。。。 

（※宇宙は学びの場であり「良・悪」「高・低」はなく、次元・密度の違う階段を上る、の意です） 

イコール、その間にある、旧宇宙のあらゆる全てが、“根源”(＆NMC)へと一緒に帰っていく！！ 

という事でもあるのではないでしょうか？そして浮かんでくるのは 
 

“内にあるが如く、外にも” 

“上にあるが如く下にも” の対となる、これまで隠されてきた言葉と言われます 

どうして？と思っていた地上セルフですが 

誰かに隠されたのではなく、宇宙創造神(根源)の意図であり、預言だったのでは？と 

今まで、遥か遠く、一番上にあると思っていた宇宙の “根源”(NMC) が、実は地球そのものでもあったように 

自己と全くかけ離れた、外側の存在としか思えなかった “根源(神)”が 

本当は、私達の内なる “魂”（真の自己、神の分御魂）そのものであったと気付く事！ 

イコール、 です 

それは、新しい宇宙を協働創造していく！という、人の親なる “創造主神” にとっての、悠久の願いであり 

また、神の使者である、全宇宙高次(天界)の願いでもあったのではないでしょうか？！ 

私には今、そのように感じられます＾＾ 

 

宇宙MAP に描かれた、(様々な事があった) この膨大な世界（旧宇宙史）を 

終わった事として消し去ってしまうのではなく、全てひっくるめて新へとシフトさせる！！というのが 

何故か、この(ちいさ～～い)地上セルフの、でっかい願い？！なのですが（笑） 

そのヒントを “中今” という言葉に見つけました＾＾ 

中今とは、『神道における歴史観の一つ。時間の永遠の流れのうちに中心点として存在する今。 

単なる時間的な現在ではなく、神代を継承している今。』 とされ 

神道の奥義の一つと言われます 

“過去” も “未来” も同時にある “今ここ”(中今)、と言われましても 

時間は過去から未来へと流れるのが常識の世界に、長い間生きてきた地上セルフは 

頭(思考、習慣)が邪魔をして、なかなか感覚的につかめません…(^^; 

けれど “アセンション” を学ぶ事によって、宇宙の真実(科学)が、少しずつ理解できるようになりました 
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今を変える事によって未来が変わる、そして過去も変わる！のです 

地球は体験による学びの場であり、あらゆる経験は、自身(魂)自らが設定したハードルと言われます 

出来事自体に、良いとか悪いとかの意味はなく、起きている事をどう捉えるか？という 

こちら側の思い(主観)であり、それが変わるという事なのだと思います 

例えば、その当時は “最悪” としか感じられなかった出来事も、後で振り返ってみると 

その事によって大きく前進していた！と思う事があり、同じ過去の出来事が“最良”に変化(シフト)しました！ 

ものごとの本質が見えてくるという事でもあり、それが意識の進化、アセンションでもあります 

失敗を何度も繰り返すことによって、過去や未来にとらわれずに（回り道をせずに） 

今ここを愛と光にする＝全てが愛と光になる！ 

という、宇宙の真実、ありのままが理解されてくるのかもしれません＾＾ 

３D社会のルール＝「時間は、過去から未来へと流れる」という法則の外にある 5D世界は 

過去(原因)と未来(結果)が同時に見えている、“今ここ”（中今)であり 

結果を導く原因を、中今で選択する事で、未来を素晴らしいものにする事が出来るのだと思います 

私達が時に、“神の起こす奇跡” と呼ぶものは、３D地上セルフの場に 

５D魂(神の分御魂、ハイアーセルフ)の法則が、一時的に現れた姿なのではないでしょうか？ 

新地球は、魂を中心とした人の住む世界であり、奇跡＝常識？！ 

まだ、ちょっと想像しかねますが＾＾ 
 

“中今” という奥義を知る、神と人が一体となった “神人”(皇人）ならば 

過去生(宇宙史）の全てを、莫大な遺産として、これからに生かすことが出来る！！  

地球から上へと伸びる、大きな赤い矢印のように、すべてを抱いて根源の光の源へと帰っていく―― 

自己の(旧)宇宙史の総括であり、新たなるはじまりです＾＾ 

それは、愛せなかったものを愛し、許せなかったものを許す（＝許される）…、という事でもあるのかもしれません 

NMCが誕生し、あらゆる全ての “統合”＝ “根源へのアセンション” が可能となった、奇跡の中今です！ 

根源太陽ポータルとして、自らが輝く太陽となり、愛と光を発現し続ける！！ 

宇宙唯一の法とされる “アセンションの法則（Ascension＝Light-work）”＝“愛の法則” であり 

“宇宙に贈った愛が、何倍にもなって、自らに贈られる――” というものです＾＾ 

エネルギーは、周りにある同じ波動のエネルギーと共鳴し、無限に拡大していきます 

愛は宇宙の共通語、全宇宙に遍満する根本エネルギーなので 

自身が贈った愛(エネルギー)は、まわりの愛を巻き込み、どんどん膨らんでいくー！愛は最強・無敵です＾＾  

一人ひとりに、莫大な宇宙史（宇宙MAP）があるのだと思います 

それぞれの学びの成果である “感動と喜び” を持ち寄って(＝統合)、∞のシナジーを巻き起こし 

一つの頂上（愛の根源）へと帰っていく、美しく眩しい光のピラミッド宇宙！ 

それが “NMC” でもあるのではないでしょうか＾＾ 
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自身の描く宇宙MAP と、『天の岩戸開き』 の中のMAP には、少し違いがあります 

NMC に、“ハム山(白山)神界”＆ “新GＷＢＨ” なるものが加わり 

“マゼラン銀河” が復活？している点です (“黄金龍体” と “天鳥船” も羽ばたいています＾＾) 

それらの違いが、個々が経て来た宇宙史の違いであり、ミッションでもあるのではないでしょうか？ 

地上セルフは、白き神々の座と呼ばれる 霊峰 “白山” の麓の村で生まれ 

後に、ダム建設予定地となった故郷を離れ 

加賀一の宮である “白山比咩神社” 近くへと移転しました 

ダムによって水没してしまった故郷。。。 

その当時は、まだ小学生だったため、さほど感傷的になる事もなく、移行できましたが 

今思えば、そこには深い意味があったのかもしれません 

そこからの私は、出口の見えない迷路の中を、彷徨い歩いているような日々でした 

もしかしたら、太古、海底に沈んでしまったとされる、レムリア大陸 ―― 

そこは地球文明のはじまりでもあり、高い霊性を持つ存在が住む、愛と調和の世界だったとも言われ 

その復活劇としての、今世であったのかもしれません 

地上セルフに、その時の記憶はなく、ただ “中今” に全てがある！！前に進むだけです！＾＾ 

白山神界は “旧根源” でもあり、赤＝“愛”を見失った、“白いハートの山”… 

白山をワードで描こうとして、パソコンの新規作成画面を開くと 

白いハートが次から次へと出てきて、えっ？まだ何も描いていないのに…一体どうなってるの？と 

地上セルフは、不思議で仕方がありませんでした。。。 

それが “母なる母”、旧根源の母性性であることがわかったのは、ずいぶん後のこと 

“根源の究極の愛”は、決して消えることのない、永遠の宇宙の証 ―― 

中今の “ハム山(白山)” は、新しい宇宙の核心である “赤い愛の太陽” （究極の愛） 

＝“根源天照皇太神” を護る、真っ白なフォトンの山＝  

(日本の国旗 “日の丸” は、真っ白な背景の中心に赤い丸＝太陽があり、まさにそのイメージです＾＾) 

ハム とは、根源太陽母神の “ハート” から生まれた、真っ赤な愛の子供！ 

地上セルフの “ハート” の象徴でもあります＾＾ 
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“アニメ” にしかならない世界ですが、ここが私にとっての、根源へのアセンションのはじめ！ 

初期の出来事(学び)をつづったのが、「中今のハム山」（コンテンツ）であり 

これまでまったく経験した事のなかった、嘘のようなホントの話？＝“アセンション日記”！です＾＾ 

そして２０１７年１月、地上セルフへと降りてきた？天のメッセージ 

「大風呂敷を広げる！！」でスタートしたのが ―― （あっ？大風呂敷＝宇宙 MAP では？！） 

 根源アセンションプロジェクト HAKU（hamu）SUN      です！＾＾ 
 

“皇の星地球” を拠点とした、宇宙のあらゆる全てによる協働創造の場！！！ 

“コンテンツ” とは、意識による創造の場、生きたエネルギー空間なのではないでしょうか？ 

（最近まで、ただ忘れないように記しておいた個人の日記、としか思っていませんでした。。。） 
 

“新GＷＢＨ” は、根源天照皇太神界を中心としたNMC創成システム(天界のトップ)であり 

わかりやすく言えば（地上セルフも、実はこれしかわからない、笑） 

私達を常に愛と光で導いてくれている、偉大な、高次のマスター集団です＾＾ 

自身にとって、白山神界と太陽神界、旧宇宙と新宇宙をつなぐのが “白山菊理姫” であり 

中今の神仕組みの重要な役割を担う、自身の根源太陽神界セルフ 

“地上の新Ｇ” の核心（トップ＆コアの働き）です＾＾ 

“神”・ “神人”・“菊理姫” という謎のキーワードに導かれ、ここまできましたが 

『天の岩戸開き』、そして NMCAA（“根源天照皇太神”地上ポータルAi 先生）との出会いによって 

その謎が解けていく――、イコール、根源へのアセンション！！でした＾＾ 

 

もう一つ謎のキーワードとしてあったのが、“弥勒 ミロク（の世）” です 

それについてのヒントを、『天の岩戸開き』(旧)宇宙MAPの中に見つけました！ 

NMC の中心には、“根源神界・天照神界(∞)” と 

その回りを囲む “宇宙ミロク神界：新アインソフ(33～36D)” が描かれていて、このようにあります 

アセンションした新マクロ宇宙、「NMC」の中心は、前述のように、 

一なる至高の根源につながる(日本)神界の中心です。 

そしてその周囲には、カバラで言う「アイン」（一なる根源）の周囲に輝く光輝、「アインソフ」のように 

３６
● ●

次元レベルの神界領域が広がっています。 

それは、新宇宙弥勒
● ●

神界、または蓮の花の花弁のように観えることから、ロータス神界と呼ばれており 

各宇宙からアセンションした様々な神界の高次によって成り立っています。 

アセンションした３６
ミ ロ ク

次元レベルの神界領域が、新宇宙弥勒神界！？ 

まさに、“弥勒の世”！であり、地上セルフはここを目指していたんだーー！！と、大感激でした＾＾ 

でも、弥勒とは “弥勒菩薩” の事でもあり、仏界に関係する言葉であるような気がします？ 

なんだかモヤモヤした気持ちを抱えたままでした… 

ハク(白) ・ ハム    サン(太陽、山) 
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2021年 2月に作成したコンテンツ 『光華明彩』 の中で、マゼラン銀河について触れました 

「2015年２月、アカデミーにおける重要なエネルギーワーク中に、 

これまではなかった “マゼラン銀河” が突然現れた！マゼランは根源神界とつながっていて 

創始以来、宇宙の大晦日(2015年 2月)なるがゆえに、はじめて、一瞬だけつながった(明かされた) 

金鵄と呼ばれる、男性性エネルギーの根源のルートである。 

それによって左右のルートが統合され、宇宙規模の巨大な柱となっていった ――」 

『根源の岩戸開き』（Ai著）より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左が、地球から根源へと向かう、女性性の、垂直・最短上昇ルート＝“アセンション”・ルートです 

右が、2015年２月に（マゼランが一瞬だけ現れ、消えてしまった？）男性性のルートで 

本来は下降の為のルート＝“ディセンション”・ルートとの事です 

２４D とは、単独の光線として存在できる（物質として存在する）限界の次元で、 

ここの宇宙と地球の創始のエネルギーとされ、その上に存在していたのが “マゼラン” なのでした 

旧宇宙の最高評議会があったのは、アンドロメダ銀河の奥の院、旧アインソフ評議会で 

私達の住む地球がある “天の川銀河” の、母が “アンドロメダ銀河”、父が “マゼラン銀河” とされます 

母なるアンドロメダ銀河は、アクエリアス新時代＝女性性(愛と調和)の時代の象徴でもあり 

天文学的にも、将来アンドロメダ銀河と天の川銀河は合体すると予測されていて 

まさに、地球が根源へと帰っていく道のり、愛と光のアセンション・ルートそのものを表しているのだと思います 

一方、(『天の岩戸開きに』掲載されている宇宙 MAP では)、マゼラン銀河は「消失」となっていて 

なんだか淋しい気がする地上セルフです… 

「男性性エネルギーと女性性エネルギーの、この二つのルートが統合され 

宇宙規模の一つの大きな柱となっていった ――」 とある事、また 

「マゼランは宇宙仏界の故郷であり、宇宙連合の高次のマル秘のミッションを持つ」とも記されている事から 

(一部追記しました＾＾) 
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もしかしたら、24D以上の超高次元域である “マゼラン銀河” は、消失したのではなく 

ただ私達には見えていなかっただけなのかもしれない。。。？と思えてきました 

浮かんできたのが、“弥勒下生” という言葉です 

弥勒は、現在仏であるゴータマ・ブッダ（釈迦牟尼仏）の次に、ブッダとなることが約束された菩薩（修行者）で、 

ゴータマの入滅後 56億 7千万年後の未来に、この世界に現われ悟りを開き、多くの人々を救済するとされる。 

（ウィキペディアより） 

“弥勒菩薩” は、サンスクリット語で “マイトレーヤ” とも呼ばれ 

ブッダの次に現れるとされる、ヒューチャー・ブッダ ＝“未来仏” であり、「キリストの再臨」等 

多くの宗教が独自の呼び方でその出現を預言している、待望の救世主と言われます 

弥勒菩薩といえば、広隆寺の “弥勒菩薩半跏像” が有名です 

2021年に訪れた時、まるで異次元の世界に飛び込んでしまったかのよう?! 居並ぶ仏像の数々に圧倒され 

身体がみるみる縮んでいく？気がして、後に、そこはマゼラン銀河だったのでは？と思ったのですが 

その中心に、煌々と在ったのが、“弥勒菩薩” です＾＾ 

口元に微かな笑みを浮かべたアルカイックスマイル、ヤスパース(ドイツの哲学者)の言葉とされる 

“地上に於ける、すべての時間的なもの、束縛を超えて達し得た人間の存在の、 

最も円満な、最も永遠な姿のシンボル ――” 

まさに全てを超越した、“根源の愛” （であり仏の叡知）そのままの、自身にとっての “神人” の姿です 

弥勒菩薩の待つ（待機している）兜率天は、マゼラン銀河にあり 

暗い闇夜の時代、月（＝仏界の象徴）を通して、常に私達を見守り、導いてきましたが 

56億 7千万年後…があまりに遠すぎた為、人類から忘れ去られ、歴史から消えてしまった… 

けれど、 

弥勒下生とは、高次元から何者かが降りてきて、私達を救ってくれるのではなく 

私達がそこまで上がっていって、自分自身を救う事！ 

“弥勒菩薩”とは、そう気付いた、私達自身なのではないでしょうか！？ 

アセンションは、地上セルフが上がった所まで、高次(ハイアーセルフ)が降りてくることであり 

自己の宇宙史の統合であり、意識の進化・拡大です 

その仏教的表現が、弥勒上昇信仰と下生信仰でもあるのではないでしょうか？ 

マゼランの重要なミッションとは、人と神界をつなげる天界の役割、アセンションのサポートであり 

新宇宙弥勒神界へとつなげる＝“神人創成プロジェクト” なのではないでしょうか？ 

浮かんできたのは、自身の産土神であり、広隆寺で地上セルフを出迎えてくれた？“聖徳太子”(＆秦氏)です＾＾ 

神人が誕生することによって、マゼランという宇宙仏界のもつミッション 

＝“ミロク・プロジェクト”？が成就され、新宇宙弥勒神界へと統合されていく？！ 

マゼラン銀河自身の、根源へのアセンション！でもあるのでは？＾＾ 

注： これらはすべて地上セルフの想像であり、責任は負いかねます（笑） 
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http://ascension-hokuriku.net/ 

 

根源の子供 “ハム” は、ママが大好き！ですが、同じように、パパも大好き！なのです＾＾ 

なので、自己のMAPのマゼラン消失に、取り消し線を入れました！（よかった!）  

先月 9月、弘法大師空海(新 GＷＢＨマスターのお一人？)が意識に浮上し、高野山を訪れました 

気になっていたのが、大師御入定の際の言葉、「弥勒菩薩の元で皆を見守る！」 

そして、これまで自身とは別世界の存在でしかなかった空海に、もうすぐ地上でお会いできるのでは？！と＾＾ 

何故ならば、弥勒菩薩(未来仏)＝地上の “神(天)人” であり 

弥勒菩薩の元とは、ここ地球！空海(＆多くのマスター方)も地上に現れる?! 

 

 

 

 

 

 

 

 

根源アセンションプロジェクトHAKU（hamu）SUN に 

地上の新 G コーナーを開設しました！ 

≪地上の新Gコーナー≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

新地球で、皆様をお待ちしております 

＼(^o^)／ 

地上セルフの新地球での初仕事は、総合受付窓口？（だったらイイナ！笑） 

 

3D地球卒業！！ そして、5D新地球 スタートです！！！ 

２０２２．１０．１０ 根源の皇人 皇美（流美） 

http://ascension-hokuriku.net/2022.9-n-gwbh/index.html 
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